










 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
縁と縁とをつなぐ地域づくりを… 

 

ＮＰＯ法人ＳＴＥＰ・北九州は2009年より

市より委託されて「北九州市ひきこもり地域

支援センター“すてっぷ”」の運営を行ってい

ます。社会的ひきこもり当事者とご家族の

方々に対する電話相談や来所相談、訪問相談、

フリースペースの運営などの支援を中心とす

る事業に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

★地域の若者たちの現状、すてっぷに関わ

る人達の今の様子がわかります。 

★地域や若者の課題、求められる支援の情

報を共有します。 

★そこに集う人たちが、地域でどのような

役割を担い、どのような支援をしている

かわかります。 

★会議を通じて、顔がわかり、連携が取り

やすくなります。 

★若者支援に関する講演会などの情報を

得ることができます。 

 

NPO法人 STEP・北九州 

 

NPO法人 

STEP・北九州 とは 

 

 

ホームページ 

http://www.step-kita.com/engawa.htm 

S 袖すりあうも 

T 他生の 

E 縁 

P パワーメント 

ＮＰＯ法人ＳＴＥＰ・北九州は

「袖すり合うも他生の縁パワー

メント」をスローガンに掲げ、社

会的ひきこもり支援を中心に

据えて活動を行っています。 

同じテーブルで一緒になった

人たち同士、ご自由にそれぞれ

のお持ちの情報を交換くださ

い。集った皆様に、ご自分の活

動の情報も発信ください。 

縁が輪ネットワーク会議 とは 

年に数回開く地域の若者支援のネットワークづ

くりの会議です。縁が輪ネットワークのメンバ

ー達が集ります。 

話し合い 

分かち合い 

個人の課題は、地域の課題です。

若者と関わっているときに感じた

疑問、質問を分かち合いましょう。

他の方の工夫も参考になります。 

情報共有 

情報発信 
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何か不安があれば、その都度ご

相談ください。 

それぞれの情報を共有する

会議でもあります。 

※エンパワーメントとは…その人の持っている力に着目

し、主体的に解決しようとする力を引き出すこと。 

発行 

NPO法人 STEP・北九州 

〒804-0067 

北九州市戸畑区汐井町１番６号ウエルとばた ２階 

北九州市ひきこもり地域支援センター 「すてっぷ」内 

TEL：(093)873-3132 FAX：(093)873-3133 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ネットワーク図 

 

子ども・若者の抱える問題が深刻化していま

す。ひきこもり、不登校など、「生きづらさ」

を訴える若者も増加しています。 

地域で活動をしている支援者の方の横のつ

ながりの強化を目的に、地域支援者ネットワー

ク会議「縁が輪ネットワーク」を設置しました。 

縁が輪ネットワークは、様々な経験と生きる

知恵を持っている地域の人たちとのご縁とご

縁をつなぎ、その輪の中心で若い芽が育つ地域

づくりをめざしています。 

 

利用者一人一人の

事情やニーズに、

より丁寧に応えて

いくには… 

北九州市ひきこもり地域支援センター 

すてっぷ 
・相談・フリースペース   

当事者グループ 家族グループ 

就労支援

機関 

地域の 

フリースペース 

医療 

福祉 

支援 

★どんな人たちがメンバーなの？★ 

飲食店の店主・元 学校の先生 

画家 ・歌手 ・カルチャー講師 

アマチュアカメラマン・税理士 

主婦・市民農園運営者 ・福祉関係の職員 

福祉サービス事業所責任者 ・臨床心理士 

キャリアカウンセラー など 

 

縁が輪ネットワークとは 
 

若者支援は、地域づくりです 

地  域 

新しい 心地よい 

関係づくり 

人との出会い、

仲間との出会い 

 高卒認定取

得のための

学習支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個々の若者が安心

感を得て、次のス

テップアップを目

指すためには… 

こんな自分が好き !! 

この町も好き !! 

コーディネート 

 

 飲食店での

仕事経験 

 音楽や絵画など

趣味のグループ

活動の支援 

 高齢者施設

でのボラン

ティア体験 

 お菓子作り、

料理の指導 

 市民農園での

農業体験 

＊ このネットワークは、政治活動、

宗教活動または営利活動を目

的としたものではありません。 
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・居場所の目的 

 複数開いていて、その会や場ごとに異なります。 

 苦しい経験の分かち合いを目的にしたり、楽しく遊ぶことを目的にしたり、様々です。 

委細はホームページを参照して下さい。（ http://weaktie.org ） 

 
・居場所の特徴（対象者） 

 会ごとに違いがありますが、基本的には定めていません。 

 「生きづらさ」や「ひきこもり」をキーワードとして集う当事者団体ですので、 

その理念や哲学に共感する人が集まっているとの認識です。 

 
・居場所の立ち上げ方法（資金、予算、場所の工夫） 

 資金・予算は寄付金、会費、助成金が主になります。 

委細は内閣府 NPO 法人ポータルサイトを参照して下さい。 

( https://www.npo-homepage.go.jp/npoportal/detail/027003639 ) 

   工夫はとりわけありません。 

仲間らとやりたいことを、仲間らでやれる範囲でやっています。 

 

・居場所の運営方法（財源、世話人） 

 財源は上述の通りです。世話人はやりたい人に任せることを基本としています。 

 AA やダルクなどの歴史ある自助グループの運営を参考にしています。 

 
・居場所運営で大切にしている点、配慮している点 

 場ごとに異なりますが、各担当者がやりたいように、気持ちよくできる事がまず大切だと思います。 

 
・これから居場所を立ち上げる人へのメッセージ 
仲間と共に、しかし過度に期待せず、やりたいようにやればいいと思います。 

http://weaktie.org/
https://www.npo-homepage.go.jp/npoportal/detail/027003639
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居場所づくりシンポジウム レジュメ 

2020.02.07 

Ver.2 

「ひ老会」開催団体 VOSOT 

主宰 ぼそっと池井多 

 

（１）居場所の目的 

 

私たち VOSOT が開催している「ひ老会」が、厚生労働省からの委託事業である本プロジェクトに

おいて「先駆的モデル」の一つに選定されたことで一抹の戸惑いをおぼえたという事実を、まず告

白しなければならない。なぜならば、私たちは「ひ老会」を「居場所」として始めたわけではない

からである。 

 

第 1回「ひ老会」を開催した 2017年 11月当時、中高年のひきこもり問題、すなわちひきこもりの

高齢化が「8050問題」などとして喧しく語られるようになったが、その象徴としてメディアで取り

沙汰されたのは、2018年 1月の札幌母娘餓死事件に代表されるような貧困層の餓死、孤立死、死体

遺棄といった事件群であった。 

平均的な生活をしている市民の耳には、はなはだ痛ましく聞こえ焦慮を煽られる状況であり、その

焦慮をもって「8050問題」への関心を集めようとする一部メディアの姑息な意図が感じられること

もあった。 

 

そのように極端な事例をもって「8050問題」の象徴とされることに、私の知る限り中高年のひきこ

もり当事者たちはとまどい、困惑していた。なぜならば、彼らは「困っている」にもかかわらず、

彼らの困りごとの中には、メディアで騒いでいるような「餓死」「孤立死」「死体遺棄」といった要

素がなかったからである。 

すなわち、私たち当事者が知る「8050問題」の実相とはかけはなれたイメージが、メディアによっ

て独り歩きを始めたのであった。 

 

こうして「8050 問題」へ対応する団体が創設され、支援者たちが「8050 問題」に関する講演会な

どを開催するようになった。しかし、当事者からすると、それらの多くが支援者からの「上から目

線」による営みであり、また焦点がずれていたりして、満足できるものは少なかった。 

 

そこで私たち VOSOT で、当事者の立場からひきこもりの高齢化に関する情報を交換し、「8050 問

題」を語り、考える場を作ろうということになった。 

VOSOTでは 2013年の設立以来、おもに「精神医療における患者」という立場を、社会的発言をお

こなうときに依拠する当事者性として一連の活動をおこなってきたが、2016年に「ひきこもり」と

いう状態像に発信の基盤を拡大していた。構成員の多くは 40代以降であり、まさに中高年のひきこ
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もり問題の当事者たちが多かったのである。 

しかし、そのように始められた「ひ老会」も、しょせんは情報交換をし、語り合い、ともに考える

場として始められたものであって、「居場所」という認識は持たなかったのである。 

けれども、開催の回を重ねるにしたがって、「ひ老会」という場に自らの「居場所」を感じ、常連と

して参加するようになった当事者が多いのは事実である。 

 

けっきょく「居場所」とは、外部から「居場所」であると規定されるものではなく、個々の参加者・

利用者が内部から各々にとって「居場所」であると感じることによって成立する場である。したが

って、行政によって、たとえば膨大な建設費を投入し、全国に画一的な空間を「居場所」として供

給しても、それが当事者たちの間で「居場所」として機能しない展開は十分考えられる。 

私見では、「居場所」であろうとなかろうと、ひきこもり当事者たちのためにすでに実績のある当事

者活動を後方支援するという形態以上の、行政による効果的なひきこもり支援は思いつかない。 

 

以上のことを踏まえたうえで、本稿では、当初は「居場所」という意識なく開始した催事「ひ老会」

を「居場所」であると仮定して論述を進めていくことにする。 

 

 

（２）居場所の特徴 

 

ひきこもり当事者会の一般的な傾向として、20 代 30 代など若いひきこもり当事者層が集まる場で

はアニメ・ゲーム・恋愛・就労などが多く語られる話題であるが、40代以降になってくると人生・

幸福論・親の介護・自らの老後・終活などが話題の中心となる。 

「ひ老会」で語られるのは、おもに後者の話題群である。それはおもに、「ひ老会」が年齢層の高い

ひきこもり当事者を主な参加者層としているからであるが、実際には 20 代や 30 代の当事者も参加

しているのである。しかし、若い参加者層のあいだでも、「ひ老会」に来ると、話題はしぜんと「ひ

きこもりと老い」をめぐるテーマになっていく。そこに「場の力」がある。 

 

当会を開始した当初は、参加資格を中高年のひきこもり当事者に限定していたが、上記のような傾

向に鑑みて、3回目以降は年齢制限を撤廃し、さらに現在は「ひきこもり当事者の視線であること」

を条件に、支援者や親、メディアなどの参加も受け入れている。 
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（３）居場所の立ち上げ方法（資金、予算、場所の工夫） 

 

公共施設である区民センターの中の高齢者・障害者活動室を利用して立ち上げられた。 

主催団体は、所在する自治体の中で精神障害者団体として認定されているので、一定の施設の利用

料が減免される。この利点を活用して開催されている。 

 

 

（４）居場所の運営方法（財源、世話人） 

 

世話人は当団体の主宰者であり、ひきこもり当事者、生活保護受給者である。 

前項（３）で述べたように、主催団体 VOSOT が精神障害者団体として認定されているため、利用

料の面で優遇措置を受けているが、それですべての運営費を賄えるわけではなく、カバーできない

経費の財源は、参加者の献金に頼っている。しかし、十分な献金が得られない場合は、主宰者が受

給している生活保護費から支出している。 

こうして月 7万円ほどの生活扶助のうち、多い月には 1～2万円を当団体の運営に支出せざるをえな

い。年に一千万円を超える財源に恵まれている支援団体がある一方では、食費を削って運営してい

る当事者団体があるという事実に、まさに日本の格差社会の現実が垣間見られる。 

 

 

（５）居場所運営で大切にしている点、配慮している点 

 

〇運営上大切にしている点 

 

支援団体が開催している同種のイベントとは異なり、答えを上から当事者へ授ける場ではない。答

えは当事者各々の心の中にある。それにたどりつけるように、心ゆくまで思い悩めるように環境を

整えるのが、居場所を運営する者の務めであるとして、これを運営上大切にしている。 

 

〇配慮している点 

 

参加者が無用な緊張をしないで場に溶けこみ、自分が抱えている問題を明確化してもらえるように

配慮している。 

よく言われる「安心安全」は、居場所運営の基本であるが、現実には「安心安全」の基準は各人に

おいて異なるものであり、それを考慮しないで教条的に「安心安全」というフレーズだけ強調して

いても空虚である。居場所を運営するにあたっての「安心安全」の基準は、最終的には運営者にあ

ると言わざるを得ない。それは一種の権力であり、一般的に居場所の運営者が認めたがらないもの

であるが、その権力性に自覚的であることも、配慮している点の一つである。 
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（６）これから居場所を立ち上げる人へのメッセージ 

 

ひきこもり者や不登校者は、家庭、学校、職場などにおける不条理にさらされて現在に到っている

ことが多いため、居場所の運営は「民主的（もしくは「フラット））」であるべきという概念がまず

念頭に来る人が多いようだが、居場所においては民主的な運営が最善とは限らないし、いかに民主

的であると運営者が対外的に標榜していても、じつはそこに隠れた権力構造があり、運営者はそれ

に気づいていないか、気づかないふりをしているのにすぎない場合もある。 

居場所のコンセプトへ向かって最善のイニシアティブを発揮していくときに、場の中にある民主

性・権力性とどのような距離を取り、それを意識化していくか、ということをつねに心に留めてい

ただきたい。 

 



「ひ老会」から見た
居場所づくり

2020.02.21

ぼそっと池井多

「未来の居場所づくり」シンポジウム



ひ老会
ひきこもりと老いを考える会



ひ老会
ひきこもりと老いを考える会

参加者の
年齢分布



ひ老会
その他の

当事者会

参加者の特徴的傾向

生活パターン
ライフスタイル

固まっていない 固まっている

話題

ゲーム・アニメ
就労

恋愛・結婚
ブルーミング

親子関係
財産問題

人生論・幸福観
メンテナンス



「ひ老会」は

居場所として作った

ものではないない

当事者である主催者の
ニーズのために作った



当事者である主催者の
ニーズのために作った

結果として

集まってくれている

居場所と感じる参加者が



居場所のつくり方

根本的問題

手引き

マニュアル



マニュアル

ひきこもり

人生の

拒否した人たち

を

拒否



居場所はつくる もの

できる

居場所は与える ところ

感じる



なぜ人が集まるのか？

ブームだから

人を求めて

３つの「やめた」



ブームだから

中高年のひきこもり

8050問題



３つの「やめた」

未来志向

生産的

オシャレ



人を求めて 人は集まる

人の要素

居場所＝場所×人



人を求めて 人は集まる

場所の要素

居場所＝場所×人



「ひ老会」参加者の地理的距離



人を求めて 人は集まる

へんな人が

真ん中に座っている。





本来の居場所

自分のひきこもり部屋



出かけていく先

心の貿易港

自分独り
じゃないんだ

世界と
つながっている

閉ざすというつながり方広義の情報を交易する



出かけていく先

心の貿易港

通商・交易である以上
立場は対等

上からプログラム



居場所とは

茶の湯とは
ただ湯をわかし
茶をたてて
飲むばかりなるを
本と知るべし。

千利休



居場所とは

茶の湯とは
ただ湯をわかし
茶をたてて
飲むばかりなるを
本と知るべし。

千利休

居場所
場を設け

戸を開けて

居る

ぼそっと池井多





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
令和元年度 厚生労働省 社会福祉推進事業 

「地域共生を目指すひきこもりの居場所づくりの調査研究事業」 
 

未来の居場所づくりシンポジウム in 東京 

資料集 
 

令和２年２月発行 
 

＜問い合わせ先＞ 

特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 
本部事務局 

〒170-0002 東京都豊島区巣鴨３－１６－１２－３０１ 
電話：03-5944-5250FAX：03-5944-5290 

info@khj-h.com 
ホームページ：http://www.khj-h.com 
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